
日
本

の
自

然
は
北
海
道

に
、
北
海
道
の
自
然
は

道
北
、

道
東

に
、
ま
だ
割
合

い
よ
く
保
存
さ
れ

て

い
る
。

し
か
し
、
そ

こ
へ
も
お
そ
か
れ
早

か
れ
人

工
が
押

し
寄

せ
て

い
く

で
あ
ろ
う
。

し
た
が

っ
て

自
然
保
護

の
手
を
早
く
打

つ

一
方
、

い
ま
あ
る
姿

を
正
確
な
記
録

に
と
ど
め
て
お
く

こ
と

に
は
、

そ

れ
な
り

の
意

義
が
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

筆
者
は
昭
和
四
十

一

(
一
九
六
六
)
年
三
月

二
十
～
二
十
五
日

の
間

に
根
室
港
、
花
咲

港
、

温
根

沼
、
風
蓮
湖
、
尾

岱
沼
お
よ
び
涛
沸

湖
を

訪
れ
て
、
表

に
示
す
十

一二
科

三
十
七
種

の
鳥

が

い
る
の
を
観
察

し
た
。

そ
の
う
ち
、
生
態

や
分

布

の
面

か
ら
注
目

に
値

す

る
も

の
二
、
三

に
つ

き
、
所
感
を
述

べ
て
お

き
た

い
。

*
オ
オ

ハ
ク
チ

ョ
ウ

今

回

の
観
察

旅
行

の

お
も
な
目
的

の

一
つ
は

風
蓮
湖
、
温
根

沼
で
オ

オ

ハ
ク
チ

ョ
ウ
の
生
態

を
調

べ
る
こ
と
に
あ

っ

た
が
、
三
月

二
十

一
、
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二
十

二
日

に
風
蓮
湖

は
ま
だ

一
面

の
氷
に
閉
ざ
さ

れ
、
パ

ス
の
と
ま
る

「
別
当
賀
川
口
」
付
近

に
わ

ず

か

一
条

の
氷
の
割
れ
口
が
見
ら
れ
る
に
過
ぎ
な

か

っ
た
。
地
元
の
人

々
の
話
で
は
三
月
十
九
日
ま

で
わ
ず
か
な
が
ら

ハ
ク
チ

ョ
ウ

の
姿

を
見

か
け
た

が
、

翌
二
十

日
解
禁

に
な

っ
た
ア
サ
リ
の
漁

に
出

る
漁
船

の

エ
ソ
ジ

ソ
の
響
ぎ

に
驚

い
て
飛
び
去

っ

学部阿

た
と

い
い
、
当
日
は

一
羽

の

ハ
ク
チ

ョ
ウ
も
見

ら

れ
な

か

っ
た
。

そ

こ
か
ら
数
キ

ロ
根
室
寄
り
に
あ

る
温
根
沼

に

は
、
風
蓮

湖
か
ら
飛
来
し
た
と
思
わ
れ

る
オ
オ

ハ

ク
チ

ョ
ウ
が
三
〇
〇
羽

ほ
ど
沼
の
奥

に
広
が

っ
た

水
面

に
、

オ
ナ
ガ
ガ
モ
、

ヒ
ド
リ
ガ
モ
、

ウ
ミ
ア

イ
サ
、

ホ
オ
ジ

ロ
ガ
モ
、

ヨ
シ
ガ
モ
な
ど
、
合
計

一
、
0
0
0
羽

ほ
ど

の
も

の
と
い

っ
し
ょ
に
浮
か

ん
で

い
た
。

二
月
十

三
、
十
四
日
に
春
別
川

の
河

口
を
訪
れ

た
と
き

は
、

一
万
羽

に
近

い
オ
オ

ハ
ク

チ

ョ
ゥ
が

群
れ

て
い
た
が
、
三
月
二
十

二
日

に
は
そ
れ
が

一

羽
も
観
察
さ
れ
な
か

っ
た
。
し

か
し

こ
の
日
は

マ

ガ
モ
、

ヒ
ド
リ
ガ

モ
、

ウ
ミ
ア
イ
サ
、
ホ
オ
ジ

ロ

ガ
モ
、
オ

ナ
ガ
ガ

モ
、

キ

ン
ク

ロ

バ
ジ

ロ
な
ど
合

わ

せ
て
六
〇
～
七
〇
羽

を
見
た
。
二
月
十
三
、
十

四
日

に
は
、

こ
れ
ら
の
う
ち

ヒ
ド
リ
ガ

モ
、

オ
ナ

ガ
ガ

モ
な
ど
は
見

ら
れ
な

か
っ
た
か
ら
、

お
そ
ら

く
本
州
か
ら

シ
ベ
リ
ア

へ
帰
る
途
中
、

こ
こ

へ
寄

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。

三
月
二
十

二
日
、
尾
岱
沼
の
市
街

か
ら
約

二
㎞

北
で
は
、
野
付
岬

に
囲
ま
れ
た
湾
内

の
氷
原

の
真

中
に
細

長
く
氷

の
と
け
た
潮
切
り
が
あ

っ
て
、
そ

こ
に
オ
オ

ハ
ク
チ

ョ
ウ
が
五
〇
〇
羽
内
外
休

ん
で

い
た翌

三
月

二
十
三
日
、
涛
沸
湖

は
ま
だ

一
面

の
氷

に
閉
ざ

さ
れ
、
湖
上
を
馬
そ
り
が
走

る
ほ
ど

で
あ

っ
た
が
、
原
生
花
園

の
付
近

に
は
細
長

い
潮
切
り

が
生
じ
、
そ

こ
に
十
数
羽

の
オ
オ

ハ
ク
チ

ョ
ゥ
が

四
～
五
羽
ず

つ
集
ま

っ
て
浮
か
ん
で
い
た
。
湖

の

網
走
寄

り
に
あ

る
涛
沸
湖
荘
の
前

の
給

餌

場

に

は
、
オ
オ

ハ
ク
チ

ョ
ウ
(約

三
五
〇
羽
)、

ヒ
ド
リ

ガ

モ
、

ヨ
シ
ガ
モ
、

マ
ガ

モ
、
ホ

シ

バ
ジ

ロ
な
ど

が
多
数
集

ま

っ
て
い
た
。
涛
沸
湖

へ
本
格
的
に

バ

ク
チ

ョ
ゥ
の
飛
来
す
る
の
は
例
年
四
月
上
旬
で
あ

る
と
い
う
。
な
お
、
今

回
の
旅
行
中
観
察
さ
れ
た

の
は
、
す
べ
て
オ
ォ

バ
ク
チ

ョ
ゥ
で

ハ
ク
チ

ョ
ウ

は

一
羽
も
見
ら
れ
な
か

っ
た
。

*
そ

の
他
の
鳥
類

三
月

二
十

一
日
、
風
蓮
湖
南
岸
で
ム
ク
ド
リ
が

一
羽
観
察
さ
れ
た
。

こ
れ

は
北
海
道
お
よ
び
本
州

北
部

で
は
夏
鳥

と
さ
れ

て
い
る

(
日
本
鳥
学
会
、

一
九
五
八
)
の
で
あ

る
が
、
札
幌
近
郊
を
は
じ

め

道
内
各
地
で
筆
者

が
観
察
し
た
と
こ
ろ

に
よ
る
と

北
海
道
で
繁
殖

し
た
も

の
の

一
部
分
は
南

へ
渡
ら

ず
、
道
内

の

い
ろ
い
ろ
な
土
地
に
留
ま
る

こ
と
が

明
ら
か
で
あ

る
。
真
冬
か
ら
早
春

に
か
け
て
札
幌

近
郊

の
ご
み
捨
場
な
ど

に
は
、
す
す
で
真

っ
黒

に

汚
れ
た
ム
ク
ド

リ
の
群
れ
を
と
き
ど
き
見

か
け

る

が
、

こ
れ

ら
も
遠
く
本
州
方
面

か
ら
渡

っ
て
来
た

の
で
な
く
、
札
幌
市
付
近
で
越
冬
し
た
も

の
で
あ

ろ
う
。
今
回
、
道
東

の
風
蓮
湖
付
近
で
も
、
そ

の

越

冬
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
に
な

る
。

花
咲
、
風
蓮
、
温
根

沼
で
見
た
べ

ニ
ヒ
ワ
は
、

本
道

で
は
冬
鳥
で
、
原
野
の
雪

の
上
に
頭
を
出
し

て

い
る

エ
ゾ

ヨ
モ
ギ
や
ア
カ
ザ
な
ど
の
枯
枝

に
群
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名種●科

多

多

多

多

多

多

多

多

多

多

多

多

れ

採
食

し

て

い
た
。

め

、

観

察

さ

れ

て

お
り

、

れ

る

。

ハ シ ブ ト ガ ラス
ス
ハ シ ボ ソ ガ ラス

ラカ

3*1リドクムム ク ド リ

多多少多

10

♂1

多

5

カ ラ フ ト ス ズ メキ ソ パ ラ

1

1

ワ

コ

リ

リ

シ

ヒ

バ

ト

ニへ

マニベリトア

こ
と
し
は
札
幌
近
郊
を
は
じ

道
内

各
地

で
二
〇
〇
～

三
〇
〇
羽

の
群

れ
が

例
年
よ
り
多

い
よ
う

に
思
わ

オ
ジ

ロ
ワ
シ
は
根
室
港
、
温
根

沼
、
涛
沸
湖

で

そ
れ
ぞ
れ
別
個
体
と
思
わ
れ

る
七
羽
が
観
察

さ
れ

ア

ヒリ
"
ノ 、ヒ

1*バ ク セ キ レ イセ キ レ イ

3リ
、ド

5[ミ

1

nJ

沼4

1
↓

31-
⊥

9
4

1

400*

多

5

多

多

10*

500

5

9
G

門0

つ
e

300

5

少20

4

6

30

30

30

30150

10

5

カ

。ヒ

♂]*

10*

31050

ヨヒヒ ヨ ド リ

グツ
ミ
、グツ

タオオ

ト
ワ シ タ カ

オ ジ ロ ワ シ

オ オ ワ シ

オ オ ハ ク チ ョ ウ

ヒ ド リ ガ モ

オ ナ ガ ガ モ

ホ シ バ ジ ロ

ホ オ ジ ロ ガ モ

キ ソ ク ロ バ ジ ロ

コ オ リ ガ モ

ガ ソ カ モ

モガ口ク

ビ ロ ー ドキ ソ ク ロ

ミ コ ア イ サ

ウ ミ ア イ サ

カ ワ ア イ サ

1

7
6

7

10

た

こ
と
か
ら
、
知
床
半
島

を
中
心

に
オ
ホ

ー
ッ
ク

海
沿
岸
、
根
室
海
峡
に
は
相
当
数
生
息

し
て

い
る

も

の
と
思
わ
れ

る
。

流
氷

と
と
も

に
来

て
と
も

に
去
る
と

い
わ
れ
る

コ
オ
リ
ガ
モ
は
、
花
咲
港
と
根
室

港
で
多

数
観
察

さ
れ

た
。

こ
の

へ
ん
に
は
ビ

ロ
ー
ド
キ

ン
ク

ロ
、

ウメヒ
ウ

チ シ マ ウ ガ ラス

ク

ロ
ガ
モ
な
ど
と

い

っ
し

ょ
に
冬
期
間
ず

っ
と
生

息

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
涛
沸
湖

へ
は
、

カ
モ

類
も
ま
だ
本
格
的
に
渡
来

し
て
は

い
な
か

っ
た
。

四
月
上
旬
に
は
オ
オ

ハ
ク
チ

ョ
ゥ
と
と
も
に
そ

の

数

が
急
速

に
増
す

こ
と
で
あ

ろ
う
。

ワ
シ
カ
モ
メ
は
、
天
塩

で
三
個
休

(清
棲
、

一

多

少

少

少

多

10

少

多

多

多

多

3

多

多

多

オ ォ セ グ ロ カ モ メ

ワ シ カ モ メ

シ ロ カ モ メ

メモカ

9
白

9
Q

-

ウ ミ ガ ラ ス

ケ イ マ フ リ

ウ ミ ス ズ メ

ウ ミ ス ズ メ

数 字 は 羽 数 を 示 し、 多 は羽 数 の多 い こ と、 少 は羽 数 が少 な い こ とを示 す 。

*印 は 松 木勝 彦 氏観 察 。

黎旙 略 腔 跨総寒カミ譲 齢 窒萎謹 ㊧獄 染
で 尾 蓮:今 て ば で 根'期 筆 な さ で し 八'本 個 函 所 英 五
の 岱 湖 回 お 観 し 室 釧' 者 い れ は わ)一 鳥 体 館 蔵 博)

海

岸

で
数
多

く

観

察

す

る

こ
と

が

で

ぎ

た
。

ウ

、、、
ガ

ラ

ス
と

ケ

イ

マ
フ

リ
は

、

そ

ろ
そ

ろ
夏

羽

に
変

わ

り

は
じ

め

て

い
た

。

1

一
九

六

六
年

三

月

三

十

日
1

(北
大
農
学
部
応
用
動
物
学
教
室
)
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